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７
年
に
１
度
の
長
野
県
諏
訪
大

社
の
「
御

お
ん
ば
し
ら
さ
い

柱
祭
」
が
報
じ
ら
れ
ま

し
た
。
諏
訪
大
社
は
、
全
国
各
地

に
約
２
万
５
千
社
ま
つ
ら
れ
る
諏

訪
神
社
の
総
本
社
で
、
国
内
で
最

も
古
い
神
社
の
一
つ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

市
内
で
は
千
葉
県
宗
教
法
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
66
の
神
社
の
う

ち
、
た
だ
１
社
、
小
高
区
（
飯
高

地
区
）
に
諏
訪
神
社
が
鎮
座
し
て

い
ま
す
。

　

同
社
は
、
県
道
74
号
線
か
ら
小

高
区
の
集
落
に
入
り
中
心
部
に
向

か
い
、
１
月
に
「
裸
参
り
」
が
行

わ
れ
る
妙
長
寺
門
前
を
過
ぎ
、
多

古
町
坂
区
に
通
じ
る
道
路
沿
い
の

林
の
中
に
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

境
内
入
り
口
向
か
っ
て
右
側
に

大
き
な
石
灯
籠
、
左
側
に
杉
の
大

木
、
正
面
に
し
め
縄
が

張
ら
れ
た
石
の
鳥
居
、

丁
寧
に
車
止
め
ま
で
あ

り
ま
す
。

　

神
社
の
由
緒
を
伝
え

る
も
の
は
、
明
治
初
年

に
千
葉
県
に
提
出
さ
れ

た
「
神
社
明
細
帳
」
で
、

１
４
０
８
年
に
ま
つ
ら

れ
た
と
す
る
伝
承
や
氏

子
数
33
戸
と
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
小
高
区
に

は
、
１
３
２
５
年
の
年

号
が
刻
ま
れ
た
板
碑
が

同
社
近
く
の
三
夜
塚
に

あ
り
、
当
時
か
ら
の
古

い
集
落
で
あ
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

境
内
に
入
る
と
、
１
７
９
６
年

に
奉
納
さ
れ
た
一
対
の
石
灯
籠
、

拝
殿
、
本
殿
へ
と
続
き
ま
す
。
本

殿
の
右
後
方
に
は
境
内
社
と
し
て

古ふ
る

峰み
ね

神
社
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
社
の
本
社
は
栃
木
県
鹿
沼
市
古こ

峯ぶ

ケが

原は
ら

に
鎮
座
し
、
特
に
火ひ

伏ぶ
せ

や

天て
ん

狗ぐ

の
信
仰
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
市
内
に
は
同
社
を
信
仰
す
る

人
た
ち
で
組
織
す
る
古
峯
講
が
あ

り
、
そ
の
代
表
が
参
拝
す
る
「
代

参
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
小

高
区
の
よ
う
に
社
が
ま
つ
ら
れ
る

例
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

拝
殿
の
左
側
に
「
南
無
大
黒
福

寿
天
」
と
刻
ま
れ
、
１
８
６
４
年

に
ま
つ
ら
れ
た
石
塔
が
あ
り
ま
す
。

「
惣
村
講
中
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

江
戸
時
代
の
小
高
村
に
「
大
黒

様
」
を
信
仰
す
る
講
が
あ
っ
た
こ

と
も
知
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
疱ほ

う

瘡そ
う

神が
み

を
ま
つ
る

１
７
７
４
年
の
「
妙

み
ょ
う
し
ょ
う
だ
い
み
ょ
う
じ
ん

正
大
明
神
」

や
１
７
８
６
年
に
ま
つ
ら
れ
た

「
天
満
宮
」な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

同
区
に
は
安
産
信
仰
の
八
坂
神

社
も
あ
り
ま
す
が
、
明
治
時
代
に

村
社
と
な
っ
た
諏
訪
神
社
に
も
、

戦
前
「
裸
参
り
」
の
人
た
ち
も
参

拝
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・
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諏
訪
神
社

小
高
を
歩
く

夏
め
き
ぬ
山
裾
を
ゆ
く
小
流
れ
も 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

大
手
毬
咲
き
て
ひ
と
り
の
大
屋
敷 

八
日
市
場
ロ　

髙
安
せ
い
子

風
の
で
て
植
田
に
う
つ
る
厨
の
灯 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

九
十
九
里
只
砂
さ
す
る
春
の
波 

上
谷
中　
　
　

太
田
三
樹
夫

腰
痛
も
笑
む
ほ
か
は
な
し
溝
浚 

八
日
市
場
イ　

椎
名　

貴
寿

母
の
日
や
使
ひ
ふ
る
び
し
く
じ
ら
尺 

若
潮
町　
　
　

最
上　
　

峻

博
物
館
出
で
て
薄
暑
の
沼
光
る 

八
日
市
場
ハ　

江
波
戸
知
巳

た
か
ん
な
の
氏
神
の
屋
根
突
き
抜
け
り 

栢　

田　
　
　

伊
藤　

定
子

春
去
り
ぬ
心
通
い
し
女ひ

と

連
れ
て 

栢　

田　
　
　

櫻
井
富
実
雄

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
七
万
本
や
今
さ
か
り 

野　

手　
　
　

小
関　

義
一

梅
雨
入
り
の
準
備
早
め
の
衣
替
え 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

梅
雨
最
中
祭
り
浴
衣
を
縫
い
上
げ
る 

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

エ
メ
ラ
ル
ド
み
た
い
紫
陽
花
梅
雨
に
濡
れ 

横
須
賀　
　
　

鈴
木　

春
子

梅
雨
晴
れ
間
待
っ
て
洗
濯
フ
ル
稼
働 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

乾
燥
機
今
日
は
お
休
み
梅
雨
晴
れ
間 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

梅
雨
空
に
紫
陽
花
寺
の
風
情
生
き 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

梅
雨
明
け
に
出
番
で
す
か
と
海
水
着 

堀　

川　
　
　

勝
又　

康
之

ぬ
く
も
り
の
匝
り
匝
り
て
十
二
年 

八
日
市
場
イ　

高
梨　

育
雄

ほ
め
ら
れ
て
意
欲
ま
す
ま
す
五
七
五 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

津

川　

柳 

鈴
木 

十
世
志 

推
薦
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小高区に鎮座する諏訪神社
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